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令和３年６月２日  No.３ 

校訓：剛き意志 深き愛 自由の胸 純なるこころ 

学校教育目標：「主体性」「社会性」「将来性」を培う生徒の育成 

 

     

 

埼玉を代表する偉人である渋沢栄一が注

目されています。今年は NHK 大河ドラマ

の主人公に、2024年からは１万円札の肖

像にもなります。そんな渋沢が残した言葉

に「忠恕（ちゅうじょ）の心」があります。 

「忠」はまごころ、「恕」は思いやりを意味しています。500 社以上の企業の設立に関

わり「日本資本主義の父」といわれる渋沢ですが、こうした考えを社会に生きていく上で

の方針としていました。もともとは、2000 年以上前の『論語』という書物の中で、人間

の最も基本的な徳とされている言葉ですが、いつの時代でも大切な考え方ですね。 

学校は人と人との関わりによって成り立っています。みなさんが今後歩んでいく社会も

同じです。人と人との関わりを円滑にして、より良い学校にしていくためにも、日々の生

活の中で「忠恕の心」（＝まごころと思いやり）を意識してみましょう。 

 

地域の一員として 

地域の方から「皆野中の生徒はどこでも気持ちの良いあいさつをしてくれる」というお

話をいただきます。逆に残念ながら「公園などで暗くなっても遊んでいる」や「自転車の

乗り方が危険」などの心配の声をいただくこともあります。みなさんは地域の中学生とし

て様々な方に注目されています。地域の方にとっても「誇れる皆中生」でありたいですね。 

 

〈制服について〉 

 ６月から１０月は夏服期間となります。（10 月は移行期間として冬服も可） この機会

に、中学生らしい爽やかな着こなしについて考えてみましょう。 

 

〈インターネットへの理解を〉 

 裏面に埼玉県教育委員会が発行している「ネットトラブル注意報」を掲載します。便利

さだけでなく、危険性についても正しく知った上で利用するようにしましょう。 

 

 

 

 今年も梅雨の時期になりましたね。このジメジメした気候は、心身に大きなストレスを

与え、疲労感やイライラ、やる気がでないなどの原因にもなるといわれています。この時

期を元気に乗り切るためにも、普段の生活を見直してみましょう。３度の食事、適度な運

動、適度な睡眠（７～８時間）を心がけましょう。 

【スクールカウンセラー来校日】 ６月１１日 ６月２５日 

純なるこころ 

教育相談部会より 

６月の生活目標 

「 忠 恕
ちゅうじょ

の心 」  

・心をこめて学校生活や部活動に取り組もう 

・相手の気持ちを考え、思いやりを持った行動をしよう。 


